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１ 要旨    学校給食では、献立を「生きた教材」として、全校の児童・生徒が年間  

       １８０回の給食を喫食している。学校では一部を予約給食やセレクト給食  

       となる献立も実施しているが、基本的には、全校の児童・生徒が同じ給食  

       の献立を喫食する。そこで、給食が様々な食体験ができる場となるために、 

       献立に旬の食材を取り入れる他に、行事食や各地の郷土料理、世界の料理、 

       児童・生徒の作成献立などを取り入れ、児童・生徒にとって魅力的な献立  

       となるように努めている。また、地域の地場産物を多く使用したり、地域  

       の郷土料理を取り入れた『ふるさと給食』や『地産地消給食』にも積極的  

       に取り組んでいる。  

 

２ 目的    学校給食は、学校給食法に基づき、教育活動の一環として七つの目標を  

       もって実施されている。この目標の中には、各地域の優れた伝統的な食文  

       化についての理解を深めることと、食料の生産、流通及び消費について正  

       しい理解に導くことの二つが含まれている。  

         『ふるさと給食』や『地産地消給食』の献立は、児童・生徒が地場産物  

       や郷土料理に直に接することができる。そのため、給食を食べることで、 

       自分たちの郷土である湖西市や近隣市町、静岡県や愛知県の食文化の理解  

       を深め、地場産物に親しむ機会となると考えられる。そして、地場産物を  

       積極的に活用し、郷土料理を取り入れることにより、前述の学校給食の目 

       標をふまえた児童・生徒への食育の実践ができることから、『ふるさと給  

              食』や『地産地消給食』に取り組んだ。  

 

３ 方法 （１）毎月２３日の「ふじのくに地産地消の日」前後の日に『ふるさと給食』 

        の日を設け、年間を通して積極的に地場産物や郷土料理を取り入れ、  

        放送や掲示資料(参考資料①②、写真①②)等で紹介した。  

     （２）『地産地消給食』として、｢湖西市の地場産物をおいしく食べよう料理  

        コンテスト｣で優秀賞となった料理を献立に取り入れ、その時期の地場  

        産物を使用し、放送や掲示資料(参考資料③、写真③)で紹介した。  

     （３）食育月間である６月は、「ふじのくに地産地消週間」前後の１週間に

『ふるさと給食週間』を設定し、『ふるさと給食』の強化週間とした。

また、放送･掲示資料(参考資料④⑤、写真④)や給食だより(参考資料

⑥)等で『ふるさと給食週間』の取り組みについて紹介した。  

     （４）『ふるさと給食』や『ふるさと給食週間』以外の給食においても、地

場産物の納入が増えるように、納入業者に依頼した。  



《《《《参考資料参考資料参考資料参考資料①①①①：：：：ふるさとふるさとふるさとふるさと給食給食給食給食》》》》         《《《《写真写真写真写真①①①①：：：：９９９９月月月月２４２４２４２４日日日日のののの給食給食給食給食》》》》  

 

 

《《《《参考資料参考資料参考資料参考資料②②②②：：：：ふるさとふるさとふるさとふるさと給食給食給食給食》》》》         《《《《写真写真写真写真②②②②：：：：１０１０１０１０月月月月１６１６１６１６日日日日のののの給食給食給食給食》》》》  

 

 

《《《《参考資料参考資料参考資料参考資料③③③③：：：：地産地消給食地産地消給食地産地消給食地産地消給食》》》》         《《《《写真写真写真写真③③③③：：：：１１１１月月月月２５２５２５２５日日日日のののの給食給食給食給食》》》》  

 



《《《《参考資料参考資料参考資料参考資料④④④④：：：：ふるさとふるさとふるさとふるさと給食週間給食週間給食週間給食週間》》》》       《《《《参考資料参考資料参考資料参考資料⑤⑤⑤⑤：：：：ふるさとクイズふるさとクイズふるさとクイズふるさとクイズ》》》》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《《《《写真写真写真写真①①①①：：：：６６６６月月月月１７１７１７１７日日日日のののの献立献立献立献立》》》》                《《《《参考資料参考資料参考資料参考資料⑥⑥⑥⑥：：：：給食給食給食給食だよりだよりだよりだより》》》》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 結果    『ふるさと給食週間』では、児童の給食委員会での取り組みとして、ク  

       ラス単位のクイズ大会を実施したり、学級での掲示資料の活用も見られ、 

       『ふるさと給食』や地場産物への関心を高められたと感じた。また、給食  

       を食べながら、使用された地場産物や放送の内容などについて会話をする  

       児童の姿も見られた。  

        そして、『ふるさと給食週間』における静岡県内産地場産物の活用率も  

       納入業者の協力により、平成２３年度４５.５％、平成２４年度５２.５％、 

       平成２５年度５１.６％と若干の変動はあるが、県平均を上回る活用率と  

       なっている。  

 

５ 考察     『ふるさと給食週間』において、５０％前後の高い地場産物の活用率と  

       なっているが、イベント的な利用産物もあるのが現状である。また、集団 

       給食では１回の使用量が多いことから、市内全体での取り組みを考えると 

      継続的かつ安定的な利用は難しく、価格面でも課題が残る。 

しかし、『ふるさと給食週間』の地場産物活用率を保つことは難しいが、

納入業者の協力により、以前に比べて地場産物の活用率は確実に上昇して

いる。そして、児童・生徒の給食風景からも、『ふるさと給食』や『地場

産物給食』が特別なイベントではなく、普段の給食の献立の一つとして定

着してきた様子も感じられている。  

        今後は、学校内の給食主任、学級担任との連携を密にしながら、児童・ 

       生徒が地場産物や郷土料理などを身近に感じ、生産者への感謝の気持ちを  

       持つことができる取り組みを行っていきたい。  

 


